
 
 

平成 28年度 事 業 報 告 書 

１ 正会員数 

   期 首   66 

   入 会   0 

   退 会   2 

   期 末   64 

 

２ 「平成 28年度事業計画」の進捗状況 

（１）公益法人としての取組み 

 ①京都市との連携事業 

前年度に引続き、3 月の伝統産業の日の関連イベントとして、市内の中学

生・高校生及び留学生を対象とした「中高生・留学生限定！きもの着付け＆

和文化体験」を次のとおり実施した。 

目  的 

 

 

 

日  時 

会  場 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  催 

共  催 

応募対象 

定  員 

参 加 費 

和装産業をはじめとする伝統産業に触れる機会を創出することで、

日本の伝統産業への理解や知識を深めると共に国際交流を図るこ

とを目的に、市内の中高生及び留学生を対象に、きものの着付け体

験等を実施する。 

平成 29年 3月 12日（日）10時～17時 30分 

国立京都国際会館・アネックスホール 

10時～    開会、きもの着付け体験、マナー指導 

11時 30分～  市内散策 

15時 30分～  和文化体験（①～⑥） 

①茶道体験（国際会館）、②競技かるた体験（かるた協会）、③京

組紐キーホルダー制作（京組紐工業協同組合）、④京鹿の子絞りハ

ンカチ絞り染め体験（京鹿の子絞振興協同組合）、⑤風呂敷包み方

講座（宮井㈱）、⑥金彩工芸アクセサリー制作（takenaka kinsai）、

その他プロカメラマンによる写真のプレゼント（ＳＤカード） 

17時～  集合、たたみ方指導、順次解散 

京都市、「伝統産業の日」実行委員会 

（一社）京都産業会館、（公財）国立京都国際会館 

京都市内に在住又は通学の中学生・高校生及び留学生（年齢不問） 

200名（先着申込順、うち留学生は 20名程度） 

500円または 1000円（地下鉄一日乗車券付き） 

参加者数 

 

 

内  容 

合計 165名（中学生／男性 0名・女性 102名、高校生／男性 2名・

女性 45名、留学生／男性 1名・女性 9名、ジュニア京都観光大使

の中学生／男性 2名・女性 4名） 

着付けや和装マナー等を指導及び自由散策を促した後、和文化体験

を実施した。 



 
 

②地場産業振興事業 

ア 京都織物卸商業組合との連携事業 

  京都きものオーディション開催委員会（京都織物卸商業組合他 6団体）主催

の「京都きものオーディション（2017 京都・ミスきもの選考会）事業」に共

催として本年度も支援協力を行った。 

イ THE COMPEきものと帯の実施 

    前年度に引続き、京都市域に位置する大学や専門学校等の学生を対象とした、 

  きものと帯のデザインコンペの実施に伴い、同コンペ実行委員会を設置のうえ、 

9月から応募期間（11月21日～25日）に向けた広報宣伝を行うとともに、学校 

（協力先）と連携して図案制作に役立つよう、きものと帯の意匠法や基礎知識 

が学べる「きものデザイン講座」（10月～11月）をキャンパス等で開講した。 

○講座受講者数   190名（前年度は260名） 

○応募作品数    172点（前年度は127点） 

○応募者数     149名（前年度は97名） 

○応募者在籍校数   09校（前年度は14校） 

    応募作品は、同実行委員会（委員長は日本画家の上村淳之氏）の審査委員14 

名による審査会（12月16日開催）において、本年度から設けた【審査基準】（き 

もの文化を未来に継承、発展させる独創性、デザイン性を要点として、学生の 

若いフレッシュな感性と現代感覚が発揮された作品であること。きもの・帯の 

機能性を考慮した、見て美しく着用したときにも美しく見えるデザインである 

こと）をもとに選考を行って頂き、入賞の最優秀賞1点（京都市長賞）、優秀 

賞7点（近畿経済産業局長賞、京都商工会議所会頭賞、京都織物卸商業組合理 

事長賞、西陣織工業組合理事長賞、京友禅協同組合連合会理事長賞、京都新聞 

賞、公益社団法人京都デザイン協会理事長賞）のほか入選作品8点を選定した。 

※最優秀賞「京都市長賞」（1点）の作品は、京都染織青年団体協議会を中 

心とした産学公連携により製品化し、受賞者に副賞として贈呈する。 

また、受賞作品の製品化過程については、京都リサーチパークから企画協力 

を頂き『京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト』の一環として、伝 

統産業に係る仕事の情報発信WEBサイト「Kyoto Crafts Magazine」（伝統工芸 

の仕事マガジン）により取材と映像化等の記録を行って頂き、その成果物は今 

後の事業に役立てる。 

作品の展示公開は、「伝統産業の日」実行委員会（事務局は京都市）並びに 

ホテルグランヴィア京都の協賛を得て、同ホテルにおいて「入賞・入選作品展」 

を開催したほか、入賞作者の表彰等についても次のとおり挙行した。 

 作品の展示公開 入賞作者の表彰等 

催事名 

Ｈ28年度 THE COMPEきものと帯 

入賞・入選作品展 

（伝統産業の日 2017関連事業） 

Ｈ28 年度 THE COMPE きものと帯

授賞式 

（懇親会を含む） 

日 時 平成 29年 3月 15日～31日 
平成 29年 3月 21日 

17時～20時 



 
 

会 場 
ホテルグランヴィア京都 

2階ロビー 

ホテルグランヴィア京都 

3階「源氏の間」 

なお、最優秀賞「京都市長賞」（きもの1点）の作品は、京都染織青年団体 

協議会を中心とした産学公連携により、図案から製品化し、作品展で公開した 

のち、受賞者に副賞として贈呈した。 

 

（２）法人運営の安定を図るための取組み 

    安定した経営基盤を確立するため、新たな収益事業を考えていく上で、京都 

市と連携を図るとともに、産業会館の設立目的や実績に見合う事業内容をコン 

サルタントを交えて検討した。 

 

（３）「京都経済センター（仮称）」整備事業への取組み 

6月 28日開催の臨時理事会において承認された「事業契約書」、「共同事業体 

協定書」、「仮請負契約書」及び「建物買取補償覚書」を 7月 13日付けで締結 

し、その後、事業総合定例、管理運営定例などの会議を開催し、事業方針、事 

業スケジュール、管理運営方針、設計に関する事項などの詳細を決定するため 

に協議を重ねた。 

 また、3月 29日開催の平成 28年度第 4回理事会において承認された「事業 

変更契約書」、「精算請負契約書」及び「共同事業体変更協定書」を 3月 30日 

付けで締結した。 

 

３ 庶務事項 

（１）事務局職員 

    事務局長以下 4名 

（２）役員会 

会議名 開催日 議事内容 

監事会 

 

理事会① 

 

通常総会 

 

 

 

 

理事会② 

 

臨時理事会 

15月 18日 

 

15月 26日 

 

16月 21日 

 

 

 

 

6月 21日 

 

06月 28日 

・平成 27年度決算の監査 

 

・第 52期通常総会に付議すべき事項等 

 

・平成 27年度事業報告書及び決算 

・定款の一部改正（案） 

・理事・監事の改選（案） 

・平成 28年度事業計画及び予算 

 

・理事長、副理事長並びに専務理事の選任 

 

・「京都経済センター」（仮称）の契約書締結 



 
 

理事会③ 

 

 

理事会④ 

10月 31日 

 

 

03月 29日 

・就業規則及び育児・介護休業規程の一部改正 

・平成 28年度事業報告 

 

・平成 29年度事業計画（案）及び予算（案） 

・「京都経済センター」（仮称）の変更契約締結 

・平成 28年度事業報告 

 


